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「ワクチン産業ビシ
゛
ョン推進委員会ワーキンググループ」構成員名簿

伊藤 澄信  独立行政法人国立病院機構本部医療部研究課長

(日 本医師会治験促進センター)

庵原 俊昭  独立行政法人国立病院機構二重病院長

今井 達男 社団法人細菌製剤協会

(武 田薬品工業株式会社医薬営業本部流通推進部ワクチングループマネージャー )

大石 和徳  大阪大学微生物病研究所感染症国際研究センター教授

大日 康史  国立感染症研究所感染症情報センター主任研究官

岡田 賢司 独立行政法人国立病院機構福岡病院小児科医長

神谷  齊  独立行政法人国立病院機構二重病院名誉院長

相楽 裕子  横浜市立市民病院感染症部長

竹本 桂一  社団法人日本小児科医会常任理事

多屋 馨子  国立感染症研究所感染症情報センター第二室長

福田 仁史  社団法人細菌製剤協会

(財団法人阪六微生物病研究会東京事務所長 )

俣野 哲朗  東京大学医科学研究所教授

松本 慎次  日本製薬団体連合会

(万有製薬株式会社医療制度情報室予防医療政策担当部長)

宮崎 千明 福岡市立西部療育センター長

山口 鶴子  板橋区保健所長

山西 弘― 独立行政法人医薬基盤研究所理事長
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○第2回 平成 19年 12月 18日 (火 )

1.予防接種に関する検討会について

2.個別ワクチンに対する検討について

1)インフルエンザ菌b型ワクチン

2)ヒ トパピローマウイルスワクチン

サノフィパスツープレ第一三共株式会社

グラクソロスミスクライン株式会社

万有製薬株式会社

ワイス株式会社

3)月市炎球菌ワクチン(7価 )

○第3回平成20年 1月 29日

1。 今後新たに導入・開発が期待されるワクチンについて

(1)帯状疱疹

財団法人阪大微生物病研究会

(2)卵巣ガン

財団法人阪大微生物病研究会

2.現在ワクチンが利用可能な疾患について

(1)狂犬病ワクチン

財団法人化学及血清療法研究所

(2)日 本 1図炎ワクチン

社団法人細菌製剤協会

○第4回平成20年 2月 5日 (火 )

・現在ワクチンが利用可能な疾患について

1)DPT(―期)におけるDPT― IPV四種混合ワクチンの開発状況について

社団法人細菌製剤協会

2)D丁 (二期)における百日咳ワクチン接種の必要性について

岡田構成員

3)インフルエンザワクチンの今後の開発見通し及び小児に対する研究状況について

(1)外国企業から

サノフィアベンティス(株 )、 ノバルティス(株 )、 グラクソ・スミスクライン(株 )

(2)国内企業から及び小児に対する研究状況について

社団法人細菌製剤協会

4)コレラワクチンの供給中止見通しについて

社団法人北里研究所

5)A型肝炎ワクチンの小児用法開発状況について

財団法人化学及血清療法研究所

○第5回平成20年 3月 7日 (金 )

・前回までのワーキンググループの検討とりまとめ案について
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予防接種に関する検討会の開催・検討状況

回 年月日 議題

第 1回 平成16年 10月 15日 予防接種制度について

第2回 平成16年 11月 24日 麻しんの予防接種について

風しんの予防接種について

第3回 平成16年 12月 22日 ジフテリアロ百日せき・破傷風の予防接種について

第4回 平成17年 1月 14日 ポリオの予防接種について

第 5回 平成17年 2月 2日 インフルエンザの予防接種について

第6回 平成17年 3月 4日 B第4回及び第5回検討会のまとめについて
日水痘の予防接種について

・流行性耳下腺炎の予防接種について
口肺炎球菌の予防接種について

第7回 平成17年 3月 23日 ・第6回検討会のまとめについて

・日本脳炎の予防接種について

・中間まとめ

平成 17年 3月 31日 中間まとめ

第8回 平成17年4月 6日 ・予防接種の制度的課題について

(1)参考人等からのヒアリング

(2)討論

第 9回 平成 17年 5月 11日 (1)海外渡航者に対する予防接種について

第 10回 平成 17年 12月 16日 ・平成 17年度政省令改正について

・予防接種における横断的課題の論点整理について

口予防接種における横断的課題について

(1)個人の予防接種記録の活用推進について

(2)接種率の正確な評価をおこなえるような共通指標の

構築について

(3)医療従事者口社会福祉施設等の従事者への予防接

種勧奨について

(4)予防接種医師の知識口技能の向上について

第 11回 平成18年 1月 27日 予防接種における横断的課題について

第 12回 平成18月 3月 24日 予防接種に関する検討会 (報告書取りまとめ)

とりまとめにはさらに検討を要すこととされた

第 13回 平成19月 6月 14日 麻しんの排除に向けた今後の取組みについて

第 14回 平成 19月 7月 9日 麻しんの排除に向けた今後の取組みについて

第 15回 平成 19月 8月 1日 麻しんの排除に向けた今後の取組みについて

平成19年 8月 8日 麻しん排除計画案

第 16回 平成 19月 8月 10日 予防接種推進のための環境づくり等について



感染症制圧と予防
段階 コメント 疾患 予防接種法

(現状)

課題

根絶 世界根絶の動きと

連動

ポリオ 定期―類 不活化ワクチン

導入

排除 近い将来、疾患とウイ
ルス排除が共に可能

麻疹・風疹 定期―類 2回接種法

制圧 1 疾患はごく少数、しか
し 病原体は残存

ジフテリアロ

日本脳炎

定期―類 接種率の保持

制圧2 疾患減少、しかし

病原体は残存

結核・百日咳・

破傷風

定期一類 接種率の保持

ハイリスク対策

制圧3 排除可能

または

制圧1が可能

水痘・ムンプス

A型肝炎・B型肝炎

Hib・ 肺炎球菌

任意 疾患により多様

制圧4 ウイルス排除不可能 インフルエンザ ハイリスク定期

一般任意

新型対策

ワクチン改良

福岡市立西部療育センター 宮崎千明



疾 患 年間推
定患者
数 *

後遺症日死亡 損失コ

スト
ワクチ
ン効果

ワクチ

ン副反
応

接種方式 問題点

コメント

定期接種導

入後の将来
予測

水痘 100フ5 脳炎・重症化膿
症 数十?

あり 85% 軽微 幼児

1-2回

現在の接種
率20-30%

排除

ムンプス 100フ5 髄膜炎 2万

難聴 百～千

90% 髄膜炎

0.05%

幼児

1-2回

現在の接種
率20-30%

排除

インフルエンサ
゛

拝菌 (Hib)

500-600 重度障害口難聴

75-90

あり 990/o 軽微 乳児～

3-4回

承認

市販予定

制圧 1

肺炎球菌

(現行 )

200 重度障害・難聴
20-40

不十分 幼児

1回

結合型ワクチ
ン申請ヘ

制圧 1

インフルエ

ンザ
数百万

脳症100

-200

入院例多数

脳 症 で は 50-

100予後不良

幼児

20-30%

軽微 毎年2回 脳症の防御
効果は疑間

希JI王4

B型月干炎 母子間

5000

慢性肝炎・月干硬
変口月干癌

970/o

キヤリア

化阻止

軽微 新生児～
3回

全員接種は

水平感染予
防策

排 除

A型肝炎 1000? 濠1症肝炎

まれ

抗体

1000/o

軽微 3回 16歳未満小

児未認可

排除

*年間推定患者数はtワ クチンを接種しなかつた時の罹患数

小児対象任意接種ワクチンの評価 (私見 )

福岡市立西部療育センター 宮崎千明



予防接種戦略
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除
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・ 制圧1 ジフテリア・日本脳炎

・ 制圧2結核・百日咳・破傷風

一
類
定
期
接
種

現
在
任
意

接
種

・ 制圧3水痘・ムラブ更再耳排除可)

A型肝炎・B型肝炎 (→排除可 )

Hib・ 肺炎球菌 (→制圧1)

・ 制圧4インフルエンザ



ワクチンによる感染症に対する制圧、制御目標の共有と、

国民を感染症から保護するための啓発

:感1架症渉書ヽ 1場ジ著脅ヌ彙効1講様嘉1日昧:
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プロセスの透明性の

向上と関係者による

.―層の普及啓発
新規ユ,   力不が響

年我が国I=融‐、|る1開発
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